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論 文 内 容 の 要 旨 
 本研究の目的は、とくにペイメント・カードの普及に着目し、EU諸国における小口決済の分野での非現金（キ
ャッシュ・レス）化の進展にかんして考察することである。EU諸国の小口決済では通貨統合後も各国固有の支払
い慣行が存在しているが、今後はペイメント・カードによる支払いという共通の方向へ収斂する傾向がみられる。
本研究を進めるに際し､ドイツおよびイギリスでの事例を参考にしつつ、筆者は特にフランスでの事例に着目する。 
 第1章では、1990年以降のEU諸国における小口決済の現状分析を行う。その目的は、本研究の導入部分とし
て、各国の小口決済における特徴を捉えることである。この分析により、小口決済で現金および各種非現金支払
いの手段が使用される割合がEU諸国間で異なる状況が明らかとなる。だが、この状況の下でも、ペイメント・カ
ードを使用する割合が一貫して増加しているという共通のうごきを見出すことができ、この普及は多機能化によ
り促進されていることがうかがえる。 
 第2章では、ドイツおよびイギリスでのペイメント・カードの普及を検討する。その目的は、この両国で共通
したペイメント・カードの普及を、歴史的経緯から考察することである。その結果、小口の支払慣行が対照的な
両国でも、大手商業銀行の主導の下で、小切手保証カードの多機能化によりペイメント・カードの普及が図られ
たという共通の特徴を指摘できる。そして、今日でもペイメント・カード業務は金融機関のリテール業務におい
て重要な要素となっていることも指摘する。 
 第3章では、フランスでペイメント・カードと共に普及が進むいくつかの口座振替型支払いの手段を取り上げ
る。その目的は、これらの支払いの手段の利点と不都合を確認することである。これらの支払いの手段は、口座
振替の利点を生かしつつ、支払いについての債権者のイニシアチブと債務者の承諾という小切手の利点を組込ん
だ支払いの手段である。しかし、これらの支払いの手段は日常の対面支払に不向きであるなど、中心的な小口支
払いの手段となる可能性は低いといえる。 
 第4章では、従来小切手を多用するフランスでの事例から、小切手の問題点とペイメント・カードへの移行を
考察する。その目的は、不渡りや支払保証などの小切手の問題点に着目し、ペイメント・カードの普及の要因を
検討することである。結果的に、実際の使用は支払保証や引当資金の封鎖を伴う小切手に限られつつあるが、保
証額の低さや使用に付随するコストの問題が残る。ペイメント・カードの普及は、これらの小切手の問題点を回
避するうごきの現れであると捉えることもできる。 
 第5章では、フランスでの近年のペイメント・カードの普及状況を取り上げる。その目的は、様々なペイメン
ト・カードが使用されている現状を包括的に考察することである。実際には、中心的なペイメント・カードは銀
行カードである。銀行カードは、デビット機能を基礎とした多機能化により保有者の利便性が向上したこと、商
人に対する支払保証が小切手より大きいこと、全国的なネットワークが早期に整備されたこと、加盟店手数料が
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安価なことなどから普及が進んでいるといえる。 
 EU諸国では、一部の国を除き、単一の経済・通貨圏が形成されたが、以上のように小口決済においては今日で
も各国間で支払慣行が異なる。小切手、口座振替、自動引落およびペイメント・カードなどの支払いの手段が各
国ごとに様々な割合で使用されている。しかし、現金引出、デビットおよびクレジット機能などの機能を兼備す
る多機能ペイメント・カードがその他の支払いの手段の限界および問題点を乗り越えるようにして代替している
という共通の傾向が指摘できる。ペイメント・カードはEU諸国の小口決済で今後さらに普及が進むと考えられる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 提出された論文の特色は、各国毎の多様性が依然として残存するEUの小口決済制度において、この多様性を
吸収し、統一へと向わせる媒体として、(多機能)ペイメント・カードを位置付けている点にある。 
 まず、第1章では、一方では、EU諸国の共通の特徴として、キャッシュレス化の進展が指摘され、他方では、
そのキャッシュレス・ペイメントでのインストルメントの利用についての各国の異質性が指摘される。その上
で、EU諸国全体での共通の傾向としてのペイメント・カードの普及が、数量的に示されている。 
 次に、第2章で、支払慣行が対照的なドイツとイギリスを取り上げ、両国でのペイメント・カードの普及の
過程を、より具体的に確認している。すなわち、小切手保証カードとして始まった両国のペイメント・カード
は、次第に多機能化し、消費者にとっての利便性を増すことで、普及していく。 
 第3章では、フランスにおける小切手やペイメント・カードとならぶ支払いのインストルメントである口座
振替型のインストルメント(振込も含む)を取り上げている。この口座振替等が、近年、ペイメント・カードと
同様に利用が増大しているにもかかわらず、対面取引等の小口取引では、その利便性が、ペイメント・カード
に劣後することが指摘され、ペイメント・カードの一層の普及が示唆されている。 
 第4章では、フランスにおける様々の形式の小切手が紹介され、この小切手の問題点として、不渡りや偽造
の増大を取り上げられる。この問題を解決するため、小切手保証他の対策が採用されているが、これらの対策
は、小切手に関わる個人や機関の費用や手間の増大をもたらし、ペイメント・カードへの移行の背景となって
いることが指摘される。 
 第5章では、フランスにおける銀行カードやその他のカードを発行主体別、機能別に説明し、併せて、ペイ
メント・カードの普及の理由として、1984年と早期に実現したカードの統合や、そのカードの多機能性、世界
的に低いカードの手数料を指摘している。 
 もともと、大口取引と異なり、小口の金融取引は、EUに限らず、各国の国民性が強く、各国毎のさまざまの
仕組や、インストルメントが存在している。そして、このような各国の国民的特徴は、資料的制約や、他の国
にとっての経済的関心の低さから、学問的研究は、従来、あまり進んでいなかった。しかし、一つの国民経済
をめざすEUにおいては、様々の小口決済制度や、インストルメントの並存は、統合の進化のための障害となり
うる。この多様性を吸収し、統一化する媒体として、注目されるのが、本論文が取り上げる多機能ペイメント・
カードである。 
 
 本論文は、従来、取り上げられることの少なかったフランスを中心に、英国やドイツなどEU諸国の小口決済
のインストルメントをとりあげ、資料的制約にもかかわらず、それぞれの特徴を詳細に紹介している。そして、
EUにおける小口決済でのインストルメントの統一をもたらすものとして、ペイメント・カードを指摘している。
さらに、その普及の背景について、上述のように様々の観点から明らかにしている。これらの知見は、高く評
価することができる。 
 以上により、審査委員会は全員一致で、本論文が博士(商学)を授与するに値するものと認める。 
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